
 

 

 朝晩は涼しくなってきましたが、まだまだ残暑厳しい季節。体調管理には気を付けて過ごしたいですね。さ

て、今回ののびのび通信は、心理士と作業療法士の視点から『子どもの気になる行動が起こりにくくなる、事

前の工夫』『幼児期に大切な運動遊び』という二つの内容をお伝えします。 

大人は、子どもが自分で片付けるという行動が 
できるように事前の工夫をすることが大切です。 

では、どんな事前の工夫ができるのでしょうか。
片付けをしたくないという子どもの理由を考えて
みてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回までの 2回で、大人が「気になる」と感じる子どもの行動の目的と、効果的な対応についてみてきました。

今回は、効果的な対応の３つめとして、『気になる行動が起こりにくくなる、事前の工夫』についてお話します。 
 

～やりたくないことから逃げるために大きな声をあげるという場合～ 

                  

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そして、2回目でお伝えしたように、子どもががんばったことに対しては「片付けがんばったね」とほめてあ

げて、この行動を強化することも大切です。完璧を目指さず、一つでも片づけられたことをほめてあげましょう。 

 

3 回にわたって、『子どもの行動を理解しよう』というテーマでお話しさせていただきました。大人にとって

は気になる行動、困った行動なのですが、子どもには、子どもなりの理由があるのです。子どもの理由に合わせ

て大人が適切な行動を教え、その場にふさわしい行動を身につけていけるようにサポートしていきましょう。子

どもががんばったことはしっかり認め、子どもの自己肯定感を育んでいくことも大切にしてくださいね。 

 

 

 

 

 

 

 

（参考文献）『発達障害のある子どもができることを伸ばす！幼児編』 杉山登志郎・辻井正次 監修 日東書院 

                           

 

 

 

 

毎月、家庭でできる遊びを紹介します。 

のびのび通信 ９ 
2020.9 NO.5  甲賀市 発達支援課  ℡：0748-69-2178 

 

 

 

 

～子どもの育ちを応援する情報を発信～ 

 

片付けたくない時に 
大きな声をあげる 

「大きな声で叫ぶし、声が大きくて耳が痛いし・・・もうしなくていいよ」と、

ついつい大人が片付けてしまうかもしれません。ただ、このとき大人が片付け

ると、子どもとしては“したくないことは大きな声を出したら、大人がしてく

れる”と間違って学んでしまいます。 

もっと遊びたいのかも・・・ 

前もっていつまで遊べるのか、時間を伝えておきましょう。「時計の長い針が

６になったら、お片付けね」と先に伝えてあげ、６が近づいてきたら「もうす

ぐ６だよ」と予告してあげましょう。終わったら何をするのかも事前に伝え

て見通しをもたせてあげるとよいかもしれません。 

 

片付けの仕方が 

わからないのかも・・・ 

どこに何を片付けるとよいかがわかりやすいように、それぞれの玩具をしま

う場所を決め、片付ける箱に玩具の絵や写真を貼っておくとわかりやすいと

思います。片づけなさいと言うだけでなく、大人が一緒に片づけながら、片づ

けの仕方を教えていくのもよいと思います。 

 

理由１ 

理由２ 

今回のあそびアイテム 

紙ひこうき 
折り紙を使ったふわっと飛ぶ紙ひこうきを紹介します。 

 

『おりがみくらぶ』 

いろいろな折り紙が

紹介されています。 

 

 

 

 

 

 

 

裏返す 

 
完成！ふわ

りと飛ぶよ 

赤線で下に折って
羽を作る 

向 き を
変えて、
真 ん 中
で折る 

羽の部分を少し折りあげる 

  



 

 

幼児期に大切な運動遊び パート３ 

楽しく歩いて体づくり 

 

今回は、「歩く」についてお伝えします。「ばたばた」「ドタドタ」と歩く、よく転ぶ、少し歩い

ただけで疲れやすいなどの様子が見られる時には、『土踏まず』の形成が不十分な可能性がありま

す。『土踏まず』には、バランスを保つ、衝撃を和らげ疲れにくくする役割があります。散歩をし

たり不安定な場所を歩くことで、足の指に力が入り『土踏まず』がつくられてきます。 

また、歩くためには、体を重力に抗して保ち続ける力が必要になります。この力が備わると、体

幹が安定し姿勢が保持され、手足が使いやすくなります。さらに首が安定するために物を目で追っ

て見る、物を見つけだす等、目の動きが滑らかになります。 

どうしても車や自転車での移動が多くなってしまう生活です。お子さんの楽しめることを取り入

れながら、歩く経験を積み重ねていけるとよいですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

工夫① 白線上を歩く 

はみ出さないようにバランスを

取りながらゆっくり歩く 

＜ポイント＞ 

・足元だけでなく前や周りを見ら

れるようになる 

＜ポイント＞ 

・最後までやりきれるよう、歩き終わった後

のお楽しみを作る（お弁当を食べる、など） 

・履きなれた靴の方が長距離歩きやすい 

工夫③ 荷物を持ちながら歩く 

荷物を持つことで、筋肉に力が入り続け、

姿勢をまっすぐに保つ力をつける 

（参考文献） ・木村順 ：発達障害の子の感覚遊び・運動遊び  講談社  2010 

・加藤寿宏：乳幼児期の感覚統合遊び  クリエイツかもがわ 2017 

 

工夫② 斜面を登る 

斜面から体が滑らないように自分の

体を使っていく 

＜ポイント＞ 

・自分の手の平をついて踏ん張る 

・体を支えてあげるなどの助けは最小限に 

・手をつきたがらない場合は、手を引いて 

 


